
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年２月９日

【四半期会計期間】 第27期第３四半期(自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日)

【会社名】 株式会社ポラテクノ

【英訳名】 POLATECHNO CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　森　田　博　美

【本店の所在の場所】 新潟県上越市板倉区稲増字下川原192番地６

【電話番号】 0255(78)4700(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　管理本部長　　白　砂　直　典

【最寄りの連絡場所】 新潟県上越市板倉区稲増字下川原192番地６

【電話番号】 0255(78)4700(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役常務執行役員　管理本部長　　白　砂　直　典

【縦覧に供する場所】 株式会社ポラテクノ　　　東京事務所

(東京都千代田区岩本町一丁目８番15号)

株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社ポラテクノ(E02107)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第26期

第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 15,682,152 15,874,479 20,867,054

経常利益 （千円） 2,295,047 2,353,056 2,877,744

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（千円） 1,540,282 1,680,717 1,979,977

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,735,381 2,062,870 1,780,527

純資産額 （千円） 34,005,031 35,496,180 34,044,004

総資産額 （千円） 38,799,155 40,207,563 38,684,795

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 37.16 40.54 47.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） 37.03 40.49 47.64

自己資本比率 （％） 87.3 87.9 87.7
 

 

回次
第26期

第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日

至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 17.31 11.03
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 

　（精密部品事業）

　当第３四半期連結会計期間において、英国のRaySpec Limitedの全株式を取得し、連結子会社にしております。

 

EDINET提出書類

株式会社ポラテクノ(E02107)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　　RaySpec Limitedの株式取得について

　当社は、平成29年12月26日付けでRaySpec Limitedの全株式を取得する契約を締結し、同日付けで株式を取得いたし

ました。詳細は「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載しておりま

す。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 
(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では堅調に景気の回復が見られ、欧州でも緩やかに景気

が拡大しました。一方、中国では景気回復の勢いの強さは一服しましたが、各種政策の効果もあり、持ち直しの

動きが続いています。日本経済は、緩やかな持ち直しを見せていますが、海外経済の不確実性や金融資本市場の

変動の影響等により先行きは不透明な状況が続いています。

 

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間における売上高は158億74百万円（前年同四半期比1.2％

増）、営業利益は23億43百万円（前年同四半期比6.2％増）、経常利益は23億53百万円（前年同四半期比2.5％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億80百万円（前年同四半期比9.1％増）となりました。

 

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(光学フィルム事業)

売上高は83億47百万円（前年同四半期比1.5％減）となりました。

製品種類別では、産業用や車載用LCDパネル向け偏光フィルムの出荷は増加しましたが、温度追従型楕円偏光

フィルム（TEP）の出荷が減少し、光学フィルム事業全体では売上高が減少しました。

光学フィルム事業のセグメント利益（営業利益）は10億41百万円（前年同四半期比0.5％増）でありました。

 

(精密部品事業)

売上高は75億27百万円（前年同四半期比4.4％増）となりました。

製品種類別では、液晶プロジェクター向けの基板フィルム貼合品の売上高は減少しましたが、X線分析装置部

材の出荷が増加し、精密部品事業全体では売上高が増加しました。

精密部品事業のセグメント利益（営業利益）は13億１百万円（前年同四半期比11.2％増）でありました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ15億22百万円増加し、402億７百万円とな

りました。主な増加は、現金及び預金の増加２億27百万円、受取手形及び売掛金の増加２億３百万円、原材料

及び貯蔵品の増加１億77百万円、無形固定資産の増加13億23百万円、主な減少は有形固定資産の減少２億98百

万円であります。

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、47億11百万円となりまし

た。主な増加は、支払手形及び買掛金の増加74百万円であります。

当第３四半期連結会計期間末の非支配株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末に比べ14億52百万円増

加し354億96百万円となりました。主な増加は、親会社株主に帰属する四半期純利益16億80百万円、為替換算調

整勘定の増加３億47百万円、主な減少は、株主配当金６億22百万円であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は15億99百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 165,800,000

計 165,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月９日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 41,450,000 41,450,000
東京証券取引所

JASDAQ
（スタンダード）

単元株式数は100株
であります。

計 41,450,000 41,450,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年12月31日 － 41,450,000 － 3,095,125 － 2,761,941
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成29年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式　100 　

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

41,448,900
414,489 －

単元未満株式
普通株式

1,000
－ －

発行済株式総数 41,450,000 － －

総株主の議決権 － 414,489 －
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株含まれて

おります。　　

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　　 ２　単元未満株式には、当社所有の自己株式15株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ポラテクノ

新潟県上越市板倉区稲
増字下川原192番地６

100 － 100 0.0

計 － 100 － 100 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 17,112,954 17,340,241

  受取手形及び売掛金 4,384,569 ※1  4,588,108

  有価証券 1,034,389 1,045,572

  商品及び製品 1,643,826 1,743,680

  仕掛品 1,403,011 1,391,931

  原材料及び貯蔵品 1,740,943 1,918,001

  その他 1,048,716 844,793

  貸倒引当金 △4,070 △3,644

  流動資産合計 28,364,341 28,868,683

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,005,789 4,798,059

   機械装置及び運搬具（純額） 2,204,521 2,716,770

   その他（純額） 2,287,584 1,684,828

   有形固定資産合計 9,497,895 9,199,657

  無形固定資産   

   のれん 24,229 1,312,637

   その他 628,288 663,530

   無形固定資産合計 652,517 1,976,167

  投資その他の資産   

   その他 173,184 166,198

   貸倒引当金 △3,143 △3,143

   投資その他の資産合計 170,040 163,054

  固定資産合計 10,320,453 11,338,880

 資産合計 38,684,795 40,207,563
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,122,741 ※1  2,197,541

  未払法人税等 374,449 288,351

  賞与引当金 264,413 139,263

  役員賞与引当金 50,183 45,972

  資産除去債務 19,247 －

  その他 1,113,378 1,341,623

  流動負債合計 3,944,411 4,012,750

 固定負債   

  退職給付に係る負債 166,952 160,680

  資産除去債務 17,938 4,978

  その他 511,488 532,972

  固定負債合計 696,379 698,631

 負債合計 4,640,791 4,711,382

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,095,125 3,095,125

  資本剰余金 2,825,119 2,837,841

  利益剰余金 27,457,071 28,516,040

  自己株式 △54 △54

  株主資本合計 33,377,261 34,448,952

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 746,519 1,093,689

  退職給付に係る調整累計額 △208,973 △182,042

  その他の包括利益累計額合計 537,546 911,646

 非支配株主持分 129,196 135,581

 純資産合計 34,044,004 35,496,180

負債純資産合計 38,684,795 40,207,563
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 15,682,152 15,874,479

売上原価 9,270,754 9,209,357

売上総利益 6,411,397 6,665,122

販売費及び一般管理費 4,203,945 4,321,466

営業利益 2,207,452 2,343,655

営業外収益   

 受取利息 7,260 5,926

 為替差益 53,454 －

 その他 28,652 26,055

 営業外収益合計 89,367 31,982

営業外費用   

 支払利息 722 1,020

 為替差損 － 19,140

 その他 1,049 2,420

 営業外費用合計 1,772 22,581

経常利益 2,295,047 2,353,056

特別利益   

 固定資産売却益 5 －

 特別利益合計 5 －

特別損失   

 減損損失 31,564 －

 固定資産除却損 4,286 8,299

 特別損失合計 35,851 8,299

税金等調整前四半期純利益 2,259,201 2,344,756

法人税、住民税及び事業税 653,098 547,963

法人税等調整額 56,798 108,939

法人税等合計 709,897 656,902

四半期純利益 1,549,304 1,687,853

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,021 7,135

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,540,282 1,680,717
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 1,549,304 1,687,853

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 159,153 348,086

 退職給付に係る調整額 26,923 26,930

 その他の包括利益合計 186,077 375,016

四半期包括利益 1,735,381 2,062,870

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,721,553 2,054,818

 非支配株主に係る四半期包括利益 13,828 8,052
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　当第３四半期連結会計期間において、RaySpec Limited（英国　バッキンガム州ハイ・ウィカム市）の全株式を取

得し同社を連結の範囲に含めております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日は金融機関が休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が当第３四半

期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

受取手形 － 493千円

支払手形 － 54,143千円

   
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

減価償却費 1,059,509千円 1,107,064千円

のれんの償却額 12,813千円 11,816千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 310,874 7.50 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

平成28年11月４日
取締役会

普通株式 310,874 7.50 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 310,874 7.50 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

平成29年11月６日
取締役会

普通株式 310,874 7.50 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

光学フィルム
事業

精密部品
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,471,087 7,211,064 15,682,152 － 15,682,152

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

88,362 － 88,362 △88,362 －

計 8,559,450 7,211,064 15,770,515 △88,362 15,682,152

セグメント利益 1,036,225 1,171,226 2,207,452 － 2,207,452
 

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「光学フィルム事業」セグメントにおいて、売却予定資産および除却予定資産の帳簿価額を回収可能価額まで　

減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

 なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては31,564千円であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

光学フィルム
事業

精密部品
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,347,199 7,527,280 15,874,479 － 15,874,479

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

87,337 － 87,337 △87,337 －

計 8,434,537 7,527,280 15,961,817 △87,337 15,874,479

セグメント利益 1,041,796 1,301,858 2,343,655 － 2,343,655
 

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 (のれんの金額の重要な変動)

「精密部品事業」セグメントにおいて、当第３四半期連結会計期間に、RaySpec Limitedの全株式を取得し同社を

連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては

1,298,504千円であります。なお、のれんの金額は当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了し

ていないため、暫定的に算定された金額であります。
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(企業結合等関係)

 取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称   RaySpec Limited

事業の内容   　　　X線分析装置用半導体検出器及び信号処理装置の製造販売

②  企業結合を行った主な理由

同社のX線分析装置用事業を当社グループ内に取り込むことによるX線分析装置用部材事業での競争力の強化を

目的としております。

③  企業結合日

平成29年12月26日

④  企業結合の法的形式

株式取得

⑤ 結合後企業の名称

企業結合後の名称変更はありません。

⑥  取得した議決権比率

100％

⑦  取得企業を決定するに至った主な根拠

　     当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

 

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　平成29年12月31日をみなし取得日としているため、貸借対照表のみを連結しており、当第３四半期連結累計期

間に係る四半期連結損益計算書には、被取得企業の業績は含まれておりません。

 

(3) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　    現金 1,514,300千円

取得原価 1,514,300千円
 

　

(4) 主要な取得関連費用の内容及び金額

　アドバイザリー費用等 　　　         63,000千円

　

(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①  発生したのれんの金額 

1,298,504千円

　なお、のれんの金額は当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に

算定された金額であります。

②  発生原因

取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれんとして計

上しております。

③  償却方法及び償却期間

効果の発現する期間にわたって均等償却いたします。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 37.16円 40.54円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,540,282 1,680,717

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

1,540,282 1,680,717

普通株式の期中平均株式数(株) 41,449,885 41,449,885

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37.03円 40.49円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額(千円)

△5,213 △2,358

(うち米国連結子会社の発行する潜在株式に係
る権利行使を仮定した場合の四半期純利益の減
少額(千円))

(△5,213) (△2,358)

普通株式増加数(株) － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

 

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 
２ 【その他】

第27期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当について、平成29年11月６日開催の取締役会にお

いて、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 310,874千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７円50銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　 平成29年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

株式会社ポラテクノ

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   江　　島　　　智　　   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   清　　水　　栄　　一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ポラテ

クノの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ポラテクノ及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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